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佐藤 敬生
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西脇市芳田自治協議会の取り組み

～備える社会から暮らしをつなげていく社会を目指して～



佐藤敬生（さとう たかお）

一般社団法人・まち・ヒト・未来創造研究所 代表理事

兵庫県立大学院減災復興政策研究科 博士後期課程

一般社団法人神戸経済同友会 まちづくり委員会

・1973年大阪府出身。52歳

・2019年妻の実家である兵庫県西脇市芳田地区に移住。

・3.11震災直後から宮城県南三陸町に復興支援に入る。

・8年間、被災地に単身赴任で復興活動に従事。

・ライスワーク＝ものづくり ライフワーク＝まちづくり・防災関連

・都市と地方をつなぐ、兵庫県内の二地域居住の研究と活動

・現在、兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科に在学中

・研究テーマ「災害対策としての二地域居住政策の可能性」

・自身が、西脇と神戸で二地域居住

0．自己紹介
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１．地域活力の低下

→人口減少/担い手不足/空き家の増加 等

２．南海トラフ巨大地震等の大規模対策

→事前対策の必要性（避難所・仮設住宅）

0．自己紹介 －私の問題意識－
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芳田地区は西脇市西南部にあって、面積は市全体の約14％ を占めて
おり、その大半は山地、農地です。地区の中央部を加古川の支流であ
る野間川が横断し、北東部から南流している出合川と地区東南部で合
流しています。集落地は主にこれらの河川に沿って分布しており、山
地と山麓の農村集落及び農地がのどかな景観を作っています。

地区内には、新鮮な地元野菜が購入できる「芳田ふれあい直売所」、 
ハイキングコースや木谷山キャンプ場、出会ふれあい農園「であいの
里」、フジの花が美しい「六所神社」などがあります。芳田地区では
令和3年度に地域自治協議会「芳田自治協議会」が設立され、同協議会
が中心となって、まちづくり活動を進めています。

西脇市芳田地区人口
（令和4年3月末日現在）
•合計1,782人
•世帯数822世帯

１．西脇市芳田（ほうた）地区について

日本のヘソ西脇市＝神戸・大阪から1～1.5時間ぐらいの距離
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西脇市芳田地区にある

角尾山からの景色
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２．取組事例 西脇市芳田地区について－魅力づくり－

住民主体で子どもを真ん中にしたまちづくり活動を展開

※関係人口ポータルサイトより https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/about/index.html

Challenge1 魅力づくり Challenge2 拠点づくり
＼西脇市芳田地区の自治協議会を中心に、地域住民がまちづくりに挑戦中！／

■眺望抜群！天気の良い日は明石海峡大橋まで見える角尾山の登山道整備！
■いちごの名産地！新鮮ないちごを食べながら親子で走るいちごマラソン！
■放置林の竹藪を伐採してチップにし、カブトムシの養殖場を整備！
■芳田の豊かな自然を活かした自然学校づくり！（来年度開校予定）

■空き家を住民主体で地域資源に！
■廃館となった公民館を再生！二地域居住者等の賃貸物件として活用！
■2024年1月から、兵庫県より空家活用特区地域に指定！
■里山暮らしを定額サービスで気軽に体験できる！（minkaプロジェクト）
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２－１．芳田地区での主な活動 －地域の魅力づくり－

いちごを食べながら親子で走る「いちごの里親子マラソン」
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２－１．芳田地区での主な活動 －地域の魅力づくり－

休耕田を活用した「交流農園事業」
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２－１．芳田地区での主な活動 －地域の魅力づくり－

放置竹を活用した「竹灯篭づくり」
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２－１．芳田地区での主な活動 －地域の魅力づくり－

放置竹を活用した「カブトムシ養殖場づくり」
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２－１．芳田地区での主な活動 －地域の魅力づくり－

こども園を会場に多世代が交流する「ふれあいフェスタ」
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２－１．芳田地区での主な活動 －地域の魅力づくり－

こども園を会場に子ども達のクリスマスイベント「イルミネーション点灯式」
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２－１．芳田地区での主な活動 －地域の魅力づくり－

343mの低山を登る「角尾山整備事業」
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３．取組事例 西脇市芳田地区について－拠点づくり－

住民主体で子どもを真ん中にしたまちづくり活動を展開

※関係人口ポータルサイトより https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/about/index.html

Challenge1 魅力づくり Challenge2 拠点づくり
＼西脇市芳田地区の自治協議会を中心に、地域住民がまちづくりに挑戦中！／

■眺望抜群！天気の良い日は明石海峡大橋まで見える角尾山の登山道整備！
■いちごの名産地！新鮮ないちごを食べながら親子で走るいちごマラソン！
■放置林の竹藪を伐採してチップにし、カブトムシの養殖場を整備！
■芳田の豊かな自然を活かした自然学校づくり！（来年度開校予定）

■空き家を住民主体で地域資源に！
■廃館となった公民館を再生！二地域居住者等の賃貸物件として活用！
■2024年1月から、兵庫県より空家活用特区地域に指定！
■里山暮らしを定額サービスで気軽に体験できる！（minkaプロジェクト）
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西脇市芳田地区人口
（令和4年3月末日現在）
•合計1,782人
•世帯数822世帯

2040年には人口が1135人
約35％減へ

芳田地域の課題認識
人口減少・担い手不足
先進地視察
有識者の意見

３－１ ．芳田地区での主な活動 －地域の拠点づくり－

2024年1月に、空家活用特区に兵庫県が指定 空き家の利活用が進む
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地域の実状に詳しい空き家活用推進委員が主体となり
空き家所有者と連絡を取りながら活用促進に取り組む

西脇市芳田地区 空き家対策プロジェクトの仕組み図

３－１ ．芳田地区での主な活動 －地域の拠点づくり－
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芳田地区特区指定後の空き家活用状況（2025年3月現在）

特区指定後、12件の空き家利活用が進む

３－１ ．芳田地区での主な活動 －地域の拠点づくり－
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事例A 転貸 事例B 民泊

３－１ ．芳田地区での主な活動 －地域の拠点づくり－
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事例A 転貸３－１ ．芳田地区での主な活動 －地域の拠点づくり－

居住空間の2部屋は、地域外の方が利用中（2025年12月現在）
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事例A 転貸３－１ ．芳田地区での主な活動 －地域の拠点づくり－

地域交流拠点スペースでは、学生主催による交流会を毎月開催
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事例B 民泊３－１ ．芳田地区での主な活動 －地域の拠点づくり－

空き家をリノベした1棟貸しの民泊施設を開業
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5,000円/月

5,000円/月

10,000円/1回

多可町の民泊事業者と連携して、平日を活用した定額サービスを開始

事例B 民泊３－１ ．芳田地区での主な活動 －地域の拠点づくり－
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県内関係人口が、地域に新しい風を起こす

アクティブシニアが健康づくりのため歩こう会を主催大学生が地域内と外をつなぐ交流会を毎月開催

３－１ ．芳田地区での主な活動 －地域の拠点づくり－
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４．まとめ  

移住・二地域
居住の動機

住まい環境の課題
空き家の需要と供給の不一致

結果的に

関係人口の増加

地域の活性化

受援力の向上

【芳田自治協議会】

空き家を購入・売却

空き家を購入・改修
して賃貸物件を供給

都市圏の住民と地域
住民とのつなぎ役

余暇・趣味
生活の充実

田舎暮らし
への憧れ

災害対策

多

少
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視察・事例発表例

・洲本市 市職員3名 連合町内会 19名（2024/10/18）

・兵庫県立大学安枝教授・学生3名（2025/3/28）

・西脇市市議会議員 総務産業常任委員会 8名 視察（2025/5/7）

・神戸経済同友会9名・県職員4名 視察（2025/5/26）

・兵庫県主催 地域創生コラボレーションイベント出展・プレゼン（2025/08/30）

・二地域居住推進フォーラムin大阪2025 出展・プレゼン（2025/11/25）

・兵庫県職員 洲本市職員 安枝先生 6名 空家活用特区指定地域同士の意見交換（2025/12/03）

５．お問い合わせ先

【視察・ご質問等のお問い合わせ】

佐藤 敬生（さとう たかお）

satohtakao0219@gmail.com
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